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はじめに 

 

 ふじみ野市は、平成２２年１０月１日に「ふじみ野市平和都市宣言」を制定しました。これ

は、ふじみ野市から平和の大切さを発信するため、宣言したものです。 

 恒久平和を願う心は、常に誰もが持つものであり、この願いがある限り戦争のない平和な世

界が訪れることができると信じるものです。 

 本市における平和事業は、平成１７年１０月１日にふじみ野市が誕生した以後、継続して事

業に取り組んでまいりました。 

 そして、平成２５年度からはふじみ野市協働推進課と、ふじみ野市教育委員会社会教育課と

の共催事業として取り組むとともに、市民により構成される「ふじみ野市平和推進事業実行委

員会」を組織し、事業の企画・運営にご協力をいただき、事業を実施しています。 

コロナ禍ではありますが、３年振りのフェスティバルの開催ということで、市民一人ひとり

が持つ市民力を生かした事業実施に意を尽くすとともに、より多くの市民の皆様にご参加いた

だけるよう創意工夫をしてきました。 

お陰様をもちまして、平和推進事業は、盛況にて終了しました。今後におきましては、この

実績及び経験を踏まえ、さらに本事業の充実を図ってまいります。 

市民の皆様におかれましては、「平和」であることの尊さを再認識していただきたいと存じ 

ます。市民一人ひとりの力はたとえ小さなものであっても、地域として、市としてのまとまり

ができれば、それは決して小さな力ではなく、とても大きな力となって世界に発信することが

できるはずです。 

まず、一人でできる小さなことから始めてみてください。争いのない未来がそこにあるはず 

です。   

令和４年１１月 

 

ふ じ み 野 市      
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１ 

 

１ 実施報告 

１ 事業名 

令和４年度 ふじみ野市 平和祈念フェスティバル 

 

２ テーマ 

 平和な世界 一人ひとりの思いから 

 

３ 実施内容 

（１）フェスティバル 

【日時】 令和４年１０月１日(土) 午後１時～午後３時３０分 

【場所】 ふじみ野市立市民交流プラザ 多目的ホール 

【来場者数】 １５９人 

 

① 花の木中学校吹奏楽部 コンサート 

部活動で日々練習に励んだ成果を発表する場として演奏していただき、音楽を通じて 

平和への思いを表現していただくことを目的に開催しました。 

【演目】 

・（オープニング／ハンドベル演奏）星に願いを 

・羽ばたけ ふじみん 

・夢をかなえてドラえもん 

・翼をください 

・ふるさと 

（所要時間）１５分 

② ヒロシマ原爆体験談 

戦争を経験していない世代の方に対し、「戦争」を過去の事実の伝達としてではなく、 

戦争を経験したからこそ伝えたい平和への思いを伝え、人間としての感性や将来を生き 

る考えにも働きかける講話として開催しました。 

【伝承者】 

雨宮 紀子氏（市内在住） 

（所要時間）１５分 

 



２ 

 

③ 葦原中学校生徒有志 インタビュー 「ウクライナに届け ピース大作戦」 

  ロシアのウクライナ侵攻をニュースで見て心を痛めた生徒有志が、「自分たちにでき

ることがしたい」と折り鶴を作って平和を祈る「ピース大作戦」を全校生徒に呼び掛

けて取り組んだ経緯や、自ら平和を祈って行動して感じたことを伝えていただくため

に開催しました。 

（所要時間）１５分 

④ 石川文洋氏講演会 沖縄本土復帰５０年「沖縄戦と平和」 

沖縄が本土に復帰して５０年という大きな節目の年に、報道写真家として実際に現

地で撮影した写真を交え、戦争の悲惨さや平和への祈りを市民とともに共有し、平和

活動のすそ野の広がりの推進を図ることを目的に開催しました。 

【講師】 

 石川 文洋氏（報道写真家） 

（所要時間）６０分 

 

（２）パネル展示会 

【日時及び場所】 

① ９月２６日(月)～９月３０日(金)  ふじみ野市役所本庁舎ギャラリー 

② １０月 1日(土)          市民交流プラザ多目的ホール前 

③ １０月３日(月)～１０月７日(金)  大井総合支所１階展示スペース 

【パネルテーマ】 

沖縄戦写真パネル 

【展示数】 

パネル写真 20点（支所 13点） 

証言ビデオ  3点（本庁のみ） 

 

沖縄平和祈念資料館より借用したパネル展示を行いました。太平洋戦争における沖

縄戦中の人々やまちの状況の写真パネルをふじみ野市役所及び大井総合支所の各ギャ

ラリーで巡回展示しました。ふじみ野市役所では、同資料館より借用した戦争体験証

言ＤＶＤの上映も行い、平和の尊さ、戦争の恐ろしさの理解を深め、平和活動の推進

を図ることを目的として開催しました。 

 

 



３ 

 

（３）図書館テーマ図書展示 

【日時及び場所】 

① 上福岡図書館：９月１日 (木) ～ ９月３０日（金） 

② 大井図書 館：１０月１日（土）～ １０月３１日（月） 

 

「沖縄戦と太平洋戦争」をテーマに、関連書籍の展示・貸出を行いました。 

 

４ 周知活動 

・市報 ９月号記事掲載 

・市ホームページ ７月下旬～記事掲載 

・市公式 SNS（LINE、Twitter等） ９月中旬投稿 

・Ｆメール ９月１５日配信 

・ポスター掲示（市掲示板３０箇所、市内公共施設及び小・中学校） 

・チラシ配架（市内公共施設）、配布（市内小・中学校全児童） 

・報道機関への情報提供 

 

 

（ポスター）     （チラシ・表）     （チラシ・裏） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 



４ 

 

２ 写真 

 

（１）フェスティバル 

 開会式及び閉会式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
オープニング演奏（花の木中学校 吹奏楽部） 

 

 

 

 

 

 

 

司会・進行担当 山畑副会長 

 

 

 

 

 

 

 

開会の言葉 稲葉委員 

 

 

 

 

 

 

 
平和都市宣言紹介 山城委員 

 

 

 

 

 

 
主催者あいさつ 高畑市長 

 

 

 

 

 

 

 
実行委員会会長あいさつ 長谷川会長 

 

 

 

 

 

 

 

閉会の言葉 戸波委員 

 

 

 

 

 

 



５ 

 

 花の木中学校吹奏楽部 コンサート  

 

 ヒロシマ原爆体験談（雨宮 紀子氏）  

 



６ 

 

 葦原中学校生徒有志 インタビュー（インタビュアー 金田委員）  

 

 講演会（石川 文洋氏） 

 



７ 

 

（２）パネル展示会 

 市役所本庁舎１階ギャラリー  

 

 市民交流プラザ多目的ホール前（フェスティバル当日）  

 

 大井総合支所展示スペース  

 



８ 

 

（３）図書館テーマ図書展示 

 上福岡図書館  

 

 大井図書館  

 

 



９ 

 

３ 入場者アンケート調査結果 

 

調査日  令和４年１０月１日（土） 

調査場所 ふじみ野市立市民交流プラザ 多目的ホール 

調査対象 市民 

調査結果 回答者総数６０人 

 

はじめに、あなた自身のことについておたずねします。 

①小学生未満 ②小学生 ③中学生 ④高校生 ⑤19歳以下 ⑥20歳代 

0 5 4 0 0 1 

⑦30歳代 ⑧40歳代 ⑨50歳代 ⑩60歳代 ⑪70歳代 ⑫80歳以上 回答なし 

7 13 7 9 13 0 1 

 

問１ 本日の事業について、ご意見をお聞かせください。 

①良かった ②良くなかった ③どちらでもない 回答なし 

49 0 3 8 

 

①小学生未満

0%

②小学生

8%

③中学生

7%

④高校生

0%

⑤19歳以下

0%

⑥20歳代

2%

⑦30歳代

11%

⑧40歳代

22%⑨50歳代

11%

⑩60歳代

15%

⑪70歳代

22%

⑫80歳以上

0%

回答なし

2% ①小学生未満

②小学生

③中学生

④高校生

⑤19歳以下

⑥20歳代

⑦30歳代

⑧40歳代

⑨50歳代

⑩60歳代

⑪70歳代

⑫80歳以上

①良かった

82%

②良くなかった

0%

③どちらでもない

5%

回答なし

13%

①良かった

②良くなかった

③どちらでもない

回答なし



１０ 

 

●感想 

・平和について今考えられる時だと感じます。フェスティバルによる働きかけはすばらし

いと思います。 

・とてもよい企画だった。出演した中学生にも石川さんの講演を聞いてほしかった。 

・中学生たちの音楽を通して戦争と平和を考えていくことがよかったです。 

・演奏も良かった。体験談は心に響きました。 

・吹奏楽部の演奏がとてもよかったです。みんな上手かったです。 

・吹奏楽のみ聞かせていただきました。次の時には講演会まで聞きたいと思います。 

・中学生有志のインタビューなどに明日はまだあると思いました。 

・実際に体験した人のお話を聞く機会は少なくなっているので貴重でした。 

・原爆の被害の苦しさ、戦争の実態を改めて知ることができた。 

・各学校の取り組み紹介は良かったです。 

・とにかく戦争はやめてほしいと思いました。 

・葦原中の生徒たちが平和を祈る気持ちを行動に移し、それが全校に広がったことが素晴

らしいと思いました。小さな１歩でも踏み出すことが大切だと思いました。 

・中学生が平和について自分で考え行動したことが素晴らしいと思いました。 

・平和について深く考えさせられました。どこか他人事のようであったが、身近に感じま

した。 

・沖縄本土復帰５０年にふさわしい内容で、多くの市民に知ってほしい中身でした。 

・地元でこのようなイベントに参加できて大変うれしく思います。 

・中学生の皆さんが平和を考えて行動されていることに驚きました。雨宮さんの戦争体験

もお聞きし、平和であることの大切さも実感しました。 

・原爆を経験された方のお話を聞くのは初めてで、とても貴重なお話で心に残りました。 

・生の声が聞け、報道されていることとはまた違う緊張感を味わえました。 

・中学生の演奏などもあり、若い人でも平和について参加できると思いました。 

・中学生の平和を願う思いからの折り鶴の行動。平和を望むだけでなく、さらに行動に表

すことの大切さ、その行動から友だちとの連帯が大切だと語っていることに心洗われま

した。 

・中学生の演奏とても良かったです。中学生のウクライナの国の戦争に対しての取組も素

晴らしいと感じました。戦後に生まれ、毎日平和に暮らせる日々に深く感謝したいと思

いました。 

・吹奏楽部の発表では、合唱が楽器の音であまり聞こえなかったので残念でした。 

・雨宮さんの体験談は、あふれる思いに感動しました。 

・学校の授業で少しやりましたが、今回改めて平和のありがたさ、戦争の大変さや悲惨さ

を感じました。 

・いい企画かと思いますが、空席が目立ちました。告知や案内の方法も検討した方が良い

と思いました。また、子どもにも馴染みやすいコーナーがあると良いと思いました。 

 



１１ 

 

問２ 令和４年度平和祈念フェスティバルを何によって知りましたか。（複数回答可） 

①市報 ②チラシ ③ポスター 
④市のホーム

ページ 
⑤Ｆメール 

⑥友人・

家族から 
⑦その他 

7 8 3 4 4 34 5 

 

問３ 皆さんが「平和」について意識したり、考えたりするときはどういった状況ですか。

（複数回答可） 

①ニュース

を見たとき 

②ドラマを

見たとき 

③映画を

見たとき 

④戦争体験

談などを聞

いたとき 

⑤博物館な

どを見学し

たとき 

⑥その他 回答なし 

53 15 13 36 15 2 2 

 
問４ 今年度の平和事業では、コンサート、原爆体験談、インタビュー、講演会、パネル

展示を行いました。今後の平和事業において行って欲しい内容があればご記入くだ

さい。 

・戦争に至った過程を展示する催しを見てみたい。 

・平和の働きかけについて、団体、個人でできることを形にしていかなければならないと

思う。平和を守れるものは何なのか、本当に悩み考えさせられる。 

・音楽と講演会形式がよかった。 

・ウクライナへの支援。 

①市報

11%

②チラシ

12%

③ポスター

5%

④市のホームページ

6%
⑤Ｆメール

6%

⑥友人・家

族から

52%

⑦その他

8% ①市報

②チラシ

③ポスター

④市のホームページ

⑤Ｆメール

⑥友人・家族から

⑦その他

①ニュースを

見たとき

39%

②ドラマを見たとき

11%

③映画を見たとき

10%

④戦争体験談などを

聞いたとき

26%

⑤博物館などを

見学したとき

11%

⑥その他

2%

回答なし

1%

①ニュースを見たとき

②ドラマを見たとき

③映画を見たとき

④戦争体験談などを聞いたとき

⑤博物館などを見学したとき

⑥その他

回答なし



１２ 

 

・埼玉における戦争の被害と加害。 

・難民（イラク、シリア、ウクライナ、ウイグル地区等）のお話は現在進行形なので、お

話を聞かせていただきたい。 

・戦争の実体験の話などの講演。 

・中学生によるふるさとの曲を聴いたときは、大変懐かしく涙が止まらない程平和祈念

フェスティバルに関してもっともふさわしいことだと思いました。 

・パネル展を市役所だけでなく、イオンタウンなどでも行ってくれたらと思います。 

・戦時中使用した物や遺品の展示。 

・学生による劇やパントマイムなどの平和祈願。 

・ＶＲ、３Ｄ体験 

・原爆体験の戦争を語り合うことを繰り返していってほしい。 

・映像コーナー、展示品コーナー等あると良いと思いました。 

 

問５ 今後の市の平和事業についてご意見・ご要望がありましたらご記入ください。 

・むやみに兵力反対すると他国からの攻撃を受けるきっかけになる。平和を保つ手段につ

いていくつかの視点が必要。 

・太平洋戦争に至る国内の状況、戦時中の国内状況、アジア地区における日本兵士の状況、

アジア各国の惨状、戦中戦後の日本の状況及び国内の状況について。 

・ヒロシマ体験をなさった雨宮さんの話に関して心が壊れるような気持ちで聞いてました。

このような貴重な体験がもっと聞けたらいいと思います。 

・中学生の子どもたちが戦争に対する関心があるわけだから、大人がもっと平和推進に対

しての活動をすべき。 

・市全体の平和事業としては参加人員が少なすぎる感があります。まだまだ広報とか、市

民の意識高揚とか、主催側としては考える余地があると思います。 

・パネル展を土日にも行ってほしい。期間ももう少し長く。 

・葦原中の千羽鶴も展示してほしかった。 

・このような会をふじみ野市がもっと多くの人に伝えればいいと思いました。私は知人か

ら知って参加しました。 

・歴史と日本のあり方について考えるものがあるといいです。 

・平和の像が運動公園に移設されました。人通りが多い市役所近辺や駅の近くに平和祈念

のシンボル等があると良いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



１３ 

 

４ 開催までの経緯 

 

（１）実行委員会委員名簿 

令和４年度 ふじみ野市平和推進事業実行委員会委員名簿 

役 職 氏 名（敬称略） 推選団体名等 

会 長 長谷川 節子 ふじみ野市社会教育委員会議 

副会長 山畑 博子 
特定非営利活動法人  

ふじみの国際交流センター 

委 員 稲葉 政忠 ふじみ野市遺族会 

委 員 金田 友記 ふじみ野市ＰＴＡ連合会 

委 員 戸波 節子 ふじみ野市公民館運営審議会 

委 員 山城 いづみ ふじみ野市人権擁護委員 

 

（２）実行委員会日程 

回 日付及び実施場所 議事等 

１ 

６月２０日(月) 

市役所第３庁舎 

２階 C２０１会議室 

・会長及び副会長の選出 

・令和４年度ふじみ野市平和推進事業について 

（事業方針及び内容の決定） 

２ 

７月１４日(木) 

市役所本庁舎 

５階 A５０１・５０２会議室 

・事業内容・タイムスケジュールについて 

・テーマについて 

・ポスター・チラシについて 

３ 

９月１４日(水） 

市役所第２庁舎 

３階 B３０１会議室 

・プログラム・アンケートについて 

・平和祈念フェスティバルのタイムスケジュール、

役割分担、及び会場レイアウトについて 

４ 

１１月２１日（月） 

市役所第２庁舎 

３階 B３０１会議室 

・平和祈念フェスティバルの総括 

 

 

 

 

 



１４ 

 

 

ふじみ野市平和推進事業実行委員会設置要綱 

 

平成２８年３月２５日制定 

平成２９年３月３１日改正 

 

 （名称） 

第１条 この会は、ふじみ野市平和事業実行委員会（以下「実行委員会」という。）と称す

る。 

 （目的） 

第２条 実行委員会は、ふじみ野市及びふじみ野市教育委員会が共催で開催する「平和推

進事業」実施に当たり、その企画並びに運営等に参加・協力し、もって市民の平和に対

する意識高揚を図り、恒久平和の実現に向けた市民活動の推進を図ること目的とする。 

 （組織） 

第３条 実行委員会は、前条の目的に賛同する団体及び個人をもって組織する。 

 （事務所） 

第４条 実行委員会の事務所は、ふじみ野市協働推進課内に置く。 

 （役員） 

第５条 実行委員会に次の役員を置き、会員の互選により選任する。 

 会 長 １人 

 副会長 若干人 

２ 会長は、この会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

４ 役員の任期は、就任した日から当該年度の事業が完了した日までとする。 

 （会議） 

第６条 実行委員会の会議は、必要の都度会長が招集し、会長が会議の議長となる。 

２ 会議は、その構成員の２分の１以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席者の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、実行委員会の運営に必要な事項は、会長が実行委

員会の諮り、決定する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２８年３月２５日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 
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